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○天竜厚生会診療所（在宅療養支援診療所） 
 標榜科目 内科、歯科を中心として１２科目 

 一般病床   １９床 

○天竜厚生会第二診療所 
 標榜科目 内科、精神科 

 医療療養病床 １２床 

 一般病床    ６床 

○龍山診療所(浜松市の運営委託事業) 
 標榜科目 内科、外科、小児科 

 

在宅医療を実施するうえで必要な訪問看護ステーションを併設し 

ています。 

 



拠点事業対象の浜松市北遠地域について 

（浜松市） 

人口 800,866人 

面積 1558.04㎢ 

 

（天竜区） 

人口   33,957人 

⇒浜松市全体の

4.24% 
面積       944 ㎢ 

⇒浜松市全体の

60.5%  
 



浜松市より運営委託を 
受けている地域包括支 
援センター北遠中央の 
管轄範囲である龍山地区 
、佐久間地区、水窪地 
区に特化し、事業展開。 
 

近年林業の低迷や都市 

部への人口集中化に伴 

い、急激に人口減少を 

きたしており、限界集 

落も点在する課題の多 

い地域である。 

  龍山 佐久間 水窪 浜松市全体 

人口 886人 4,488人 2,614人 816,484人 

世帯数 382 2,044 1,214 320,346 

高齢化率 51.35% 50.70% 49.70% 23.06% 

【龍山・佐久間・水窪地区概要】 

 



天竜厚生会診療所 

天竜厚生会第二診療所 
天竜厚生会訪問看護ステーション 

独立行政法人国立病院機構 

天竜病院 
全380床（一般病床330床（重症心身
障害病床80床）、結核50床）有する総
合病院 

 

天竜厚生会 

龍山診療所 

浜松市国民健康保険 

佐久間病院 
全60床（一般病床 36床、
療養病床20床、感染症病
床4床）有する総合病院 

地域の医師 

三地区の医療資源の状況 

地域の歯科医師 

地域の歯科医師 

地域の薬剤師 

地域の歯科医師 



さくまの里 
特別養護老人ホーム80床、
ショートステイ20床の入所

施設。ほかにデイサービ
ス、ホームヘルプ、訪問入
浴、グループホーム、指
定居宅介護支援事業所、
地域包括支援センター北
遠中央（佐久間ｻﾌﾞｾﾝﾀｰ）、
高齢者生活福祉センター
の事業展開を行っている。 

 

天竜厚生会 

介護老人保健施設 さいわい 
定員127名の介護老人保健施設。北遠地

域で最も北に位置する老人保健施設とな
る。デイ・ケアが併設する。 

 

 

みさくぼの里 
特別養護老人ホー
ム50床、ショートステ
イ10床の入所施設。

ほかにデイサービス、
ホームヘルプ、居宅
介護支援事業所の
事業展開を行ってい

る。 

地域包括支援センター北遠中央 

水窪支所（ｻﾃﾗｲﾄ) 

天竜厚生会 

ホームヘルプ 

デイサービス 

居宅介護支援事業所 

地域包括支援センター 

北遠中央 

ホームヘルプ 

デイサービス事業所 

グループホーム 

佐久間病院指定 

居宅介護支援事業所 

三地区の介護資源の状況 



【委員会の設置】 

当事業の今後の継続性と有用性を担保するために・・・ 

 

 

 

 

（構成機関） 

・地元浜松市天竜区の「健康づくり課」、 

          「長寿保険課」の代表 

・医療機関の代表者 

・介護事業所の代表者 

 

 

⇒平成２４年９月 第一回委員会を開催。 

 平成２５年３月第二回開催予定。 

 

行政機関との連携は不可欠！ 



①多職種連携の課題に対する解決策の抽出 

 

１）多職種合同カンファレンス開催 
  平成２３年８月２７日（土）  

    平成２４年７月 ８日（日） 

２）全体会開催 

  平成２３年１１月２２日 

３）全体報告会開催 

  平成２４年３月２１日 

   平成２５年３月予定 

４）ワーキング活動（平成２３年度） 

５）プロジェクト活動（平成２４年度） 

 



自宅周辺の環境に対応できるよう、
訪問リハビリを利用。 

１）多職種合同カンファレンス 
【テーマ】 

「医療と介護の連携上の課題」 
北遠地域で安心して暮らしていくための支援として何が必要か考えてみ
ましょう。～事例を通して～ 

最寄駅より自宅までは徒歩約３０
分の道のり。高齢者夫婦宅を訪ね
る保健師さんの様子。 



３）全体報告会 

平成２４年３月２１日 

北遠地域の医療・介護関係者対象に平成２３年度「在宅医療連携拠点事業
」の一年間の事業報告会。 

コメンテーター：日本福祉大学 平野隆之教授 

⇒平成２４年度は平成２５年３月開催予定。 

 

 
地域の医療・介護従事者、行政関係者等総勢 

４６名の参加。 

 

一年間を振り返り関係者よりご意見・・・ 

・地域や職種を超えて議論できたことは良かった。 

・次年度への継続の必要性。   など・・・ 



【検討内容】 
①入退院時の書式検討、退院後の状況の情報伝達について 
②地域医療連携パス（口腔衛生） 
③介護を必要としている人の情報共有のあり方（インフォーマルサービスについて） 
④医療機関等同士の情報共有について 

 

（参加機関・メンバー） 

・天竜病院 

・佐久間病院 

・平賀歯科医院（第五回より参加） 

・特別養護老人ホーム さくまの里 

・特別養護老人ホーム みさくぼの里 

・天竜区健康づくり課 

・地域包括支援センター北遠中央 

・天竜厚生会診療所 

・老人保健施設 さいわい 

・龍山ヘルパーステーション 

 

（メンバー） 

上記機関の歯科医師、言語聴覚士、保健師、看護師、ケアマネジャー、医療ソーシャルワー 

カー、ヘルパーなど。 

４）ワーキング活動（平成２３年度）・・・年間で計７回開催 

 



５）プロジェクト活動（平成２４年度） 

①ＩＴによる医療介護連携 

医療と介護の連携を促進するためにＩＴ化を検討。 

（参加機関・メンバー） 

鈴木診療院、佐久間病院、天竜病院、行政機関（天竜区 

健康づくり課）、地域包括支援センター北遠中央、 

天竜厚生会診療所、天竜厚生会訪問看護ステーション 

・平成２４年１０月１８日 

・平成２４年１２月２０日 

・平成２５年２月２８日 

②介護保険給付のデータ分析 

介護保険給付のデータから北遠地域の実情や実態を数値的に分析し、検証を行う。 
（参加機関・メンバー） 

行政機関（天竜区長寿保険課、天竜区健康づくり課）、さくまの里、浜松市社会福祉協議会天竜地区ｾﾝﾀｰ
、地域包括支援センター北遠中央、龍山ケアサポートセンター、精神相談支援事業所ほくえん 

・平成２４年１０月２４日 

・平成２４年１２月２０日 

・平成２５年２月２１日 

③地域医療連携パス（口腔衛生）検証 

昨年度より検討してきた地域医療連携パスの運用実績から、検証を行う。 
（参加機関・メンバー） 

平賀歯科医院、行政機関（天竜区健康づくり課）、みさくぼの里、龍山ヘルパーステーション、天竜厚生
会診療所歯科室、老人保健施設さいわい 

・平成２４年１２月１３日 

・平成２５年１月２９日 

・平成２５年３月予定 



②在宅医療従事者の負担軽減の支援 
地域の在宅医療提供体制を構築すると同時に、チーム医療 

や多職種協働のための情報共有を図る取り組みを行う。 

１）医療・介護従事者間の情報共有 

 ⇒〇FAX送信時における連携書式 

    「北遠地域 医療・福祉相談用」を継続運用し検証。 

 

 

  ⇒〇ＩＴによる医療・介護連携 

   地域の医師含む医療・介護従事者間でＩＴ利用による情報共有が行えないか検
討。しかし、北遠地域の特性を踏まえて現在は必要に至らない結論となった。現
在既に行われているような「顔の見える関係」による連携をより深めていく必要
性を従事者間で共有した。 

 

  ⇒〇ホームページの開設 

   ２月中を目途に、北遠地域で行われている当事業のホームページ開設予定。
連携している機関の情報はじめ、活動内容等、情報共有のひとつとして検討。 

 

  ⇒〇メーリングの継続運用 

   北遠地域における医療・介護関係機関、行政機関の情報共有のためにメーリ
ングリストを立ち上げ、継続運用中。 



２）医療連携体制 
 
北遠地域は人的資源が十分ではなく、チーム医療そのものを構築する 
ことが難しい。各職種における守備範囲も広い。 
 

(平成２３年１１月２２日開催 全体会からの意見より) 

〇水窪地域については、内科開業医院が2件のみ。医師不足により地域における 

チーム医療そのものを構築することは困難。 

〇訪問看護ステーション自体がないため、地域包括支援センターの業務内容の 

多様化。（看護師の内服管理や受診支援、夜間のコールへの対応）  など・・・ 

 

 

⇒それぞれの機関・事業所・行政などが連携して、職種や地域を超えて業務 

を補完出来る体制を検討していく必要がある。 

 

⇒〇近隣の医療機関による佐久間・水窪地区のレスパイト入院機能 

 〇天竜厚生会訪問看護ステーションによる佐久間・水窪地区への訪問開始。 

  （片道：１時間、約５０ｋｍの道のり） 



③効率的な医療提供のための多職種連携 
地域の医療・介護資源の機能を把握し、医療・介護にまたがる支援を包括的かつ継続的に提供
するよう関係機関の調整を行う。 

１）提供される医療やケアの質・量に関する実態把握、課題解決に向けた活動 

 

 

 

 

 

 

２）地域医療連携パス（口腔衛生）の運用と検証 

昨年度より検討してきた地域医療連携パスの運用実績から検証を行う。⇒新たに冊子化予定 

 

 

〇地域のインフォーマルサービス再検証 

 ⇒新たに冊子化を予定 

〇地域の介護保険給付の実態把握 

 ⇒浜松市介護保険課、天竜区長寿保険課に協力依頼し
データを提供していただく。データをもとに、プロジェ
クト活動で地域課題の解決に向け検討中。 

 

 

 



④在宅医療に関する地域住民への普及啓発 
在宅医療やそれに従事する職種の機能をより広く地域住民に紹介し、地域に浸透さ 

せるための取り組みを行う。 

 
１）講演会予定 

 平成２５年２月２３日（土） 

「地域に寄りそ医２０年 
～地域住民と診療所医師の強くて温かい絆の物語～」 

講師：名田庄診療所 所長 中村伸一先生 
 

２）シンポジウム開催 

〇平成２４年１０月６日（土） 

 「～北遠地域の在宅医療における 

 より良い口腔ケアの推進に向けて～」 
 パネリスト：地域の歯科医師３名、病院内科医師、保健師、 

特養看護師、地域包括支援センターケアマネジャー 

 

〇平成２４年１２月９日（日） 

 「地域で元気に暮らし続けるための支え合い 

 ～地域、遠方に暮らす家族、近隣住民と共に～」 

 パネリスト：地域の医師、病院保健師、ＮＰＯ法人職員、 

民生委員、遠方にいるご家族 

 

 

 
 



⑤在宅医療に従事する人材育成 
在宅医療にかかわる人材育成に積極的に関与すること。 

 

１）都道府県リーダー研修参加  
⇒１０月当会診療所医師が参加。 

⇒平成２５年３月「地域リーダー研修」開催予定。（静岡県医師会協力による） 
 

 

２）医療・介護従事者向け研修開催 

平成２４年１１月２７日（火） 

 「認知症の 

   医学的理解」 
 天竜厚生会第二診療所  

 所長 永山建次先生 

 



中山間地域における地域包括ケアの実現に向けて 
 

より具体的な課題解決に向けた活動や連携を促進するためには、地域性に
着目した支援のための独自のシステムの構築が必要であり、今後も継続し
た取り組みが必要である。 
 
今後も行政機関を含む多職種と協働し、地域包括支援センターと連携を取
りながら、中山間地域特有の地域包括ケアシステムの構築に取り組んでい
く。 
そして、地域住民にとってより安心した暮らしに繋がるよう、今度も地域
の関係者の皆様とともに活動展開していく。 

 


